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ABSTRACT

The　consideration　of　the　diameter　of　the　grip　portion　of　sports　and

physical　fitness　equipment　is　important　because　it　is　closely　connected　with



the　development　gf　performance　and　the　prevention　of　sports　injury ・

This　study　was　conducted　in　order　to　measure　the　length　and　area 　of

the　hands　of　Japanese　boys　and　girls．　Five　hundred　and　twenty　four　boys

and　four　hundred　and　siχty　three　girls　participated　in　this　study．

The　parameters　of　this　study　were　hand　length ，　finger　length，　hand

area ，　the　diameter　of　the　circles　formed　by　the　thumb　and　each　finger，　and

the　angles　between　the　fingers ．

The　results　were　as　follows：

1）　In　general，　the　development　of　tねe　hand　has　the　same　tendency　as

the　development　of　body　height ．

2）On　the　diameter　of　the　circles　formed　by　the　thumb　and　each　finger

and　the　angles　between　the　fingers ，　however ，　different　growth　patterns

were　observed　among　the　forth　grade　primary　school　children　and　second

grade　junior　high　school　students．

3）　The　ratios　between　the　five　fingers　and　metacarpale　length　and　the

ratio　between　the　length　of　five　fingers　were　constant　in　every　schoo！　grade．

4）　High　correlation　coefficients　were　found　between　hand　length　and

body　height ，　and　the　diameter　of　the　circles，　and　hand　arer，　but　negative

correlation　was　obtained　between　hand　length　and　the　angles　between

fingers ．　　　．　＼　　　　　　　十

The　utilization　of　the　results　of　this　study　is　eχpected　to　help　in　the

design　of　sports　wear，　sports　equipment　and　facilities．

緒　　　言

近年，児童・生徒の体格は向上しており，それ

に伴う児童・生徒の使用する机・椅子などの高さ

の配慮などは行き届いている．しかし，休育・ス

ポーツ用具の中で，握ることに関連した用具につ

いての配慮は見過ごされていると思われ，その基

礎的資料も不十分のようである．

人間工学的にみたとき，ヒトの上肢の空間リン

ク機構の自由度は27で，そのうち約20が手部に集

中しているといわれている4）． また，発育発達の

見地からみたときヒトの筋活動の発達は粗大な筋

活動から微細な筋活動に進み，部位的には頭部か

ら下肢へ，上腕そして手へと発達する経路をたど
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るとされている7）， 筋運動を支配する大脳の運動

領をみても，手掌に関係する領域は広く，それは

筋活動の中での手の重要性を示すものと解釈され

ている8）．

このように，重要な役割をになう手の握りの研

究に関しては，増田ら6）のゴルフのグリップの握

りに関する報告，圓尾2）の指尖把持力 の分 析 研

究，今＃8）の指尖圧の研究，そしてBowers1 ｝の

手長や指長などとが握力と相関関係があると報告

した研究などが挙げられる．

しかし，体育・スポーツの領域において，用具

を取り扱う時に，握りが重要視されているにもか

かわらず，手掌あるいは握りに関しての研究は少

ない．
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著者らは，さきに握りに 関 す る 研究1S ）とし

て，大学生の手掌形態，手掌のスポーツ特性およ

び捩り棒の太さに対する選択対応について研究

し，報告した．

今回は，発育発達に応じた体育・スポーツ用具

のグリップについての太さを求めるときの基礎的

資料を得るために，発育発達期にある小学生・中

学生・高校生の男女を対象に，手掌の形態を中心

として測定を行ったので，その結果を報告する．

方 法

1． 被　検　者

男子524 名，女子463 名，総計987 名である．

被検者数の詳細は表1 のとおりであり，次に示す

9 項目すべてを測定しえた者の人数である．

2．測 定 項 目

①　身長　　　　　⑥　指開角度（4 ヵ所）

②　体重　　　　　⑦　指環囲（2 環）

③　指長（5 指）　 ⑧　手掌面積

④　掌長（5 ヵ所） ⑨　握力

⑧　手長

3， 測 定 方 法

手掌に関する測定は，指環囲を除き，被検者の

右手を液式コピー機（リコーD　T－1200）により

コピーして得られた手掌の画像（以下手掌影像と

いう）をもとに計測した．各基点は，コピーをす

る前に，あらかじめサインペンによりマークをつ

けておいた．

1） 手　　　長

本研究で用いた手長の値は指長と掌長とを加え

たものであり，図1 のように，橈骨茎状突起部頂

点を基点にして計測した値である．それゆえ，従

来の手長の意とは異なる1）．

図1 手 長

2） 指 間 角 度

可能な限り指を開いた状態で得られた手掌影像

の母指を基準に，図2 のように，示指から小指ま

でそれぞれの角度を〔指間角度〕として計測し

た．母指と示指とで作られた角度名を「指間角度

1－2」とした．同様に，母指と他の指で作られた

表1　 被　 検　者　 の　人　数（人）

図2　 指間角度

匸
小　　 学　　 校 中　学　校 高　　校

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

男　　 子

女　　 子

41

33

42

30

44

43

38

40

47

36

46

35

51

31

42

40

44

42

43

47

43

43

43

43



角度名を「指間角度1 ―3，　1―4，　1―5」と表記

した．

3） 指　環　囲

図3 のように母指を基準に，中指・小指の各指

とで指環を作り，その指環の内側円周長をS ．I．式

指環囲計（アルミ製）を用い て測定した．そし

て，母指と中指で作られた指環を「指環囲1 ～3」

とし，母指と小指とで作られた場合を「指環囲1
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図3　 指環囲
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～5」と表記したレ

4） 手 掌 面 積

コピーされた手掌影像の面積をNEC パーソナ

ルコンピュータ（PC　8001） に 接 続 し たTalos

Systems 社（米国）製のタロスデジタイザーを用

いて計測した．

5） 握　　　力

小学校1 年・2 年・3 年生については，竹井機

器製の学童用の握力計を用いた．

表2　 手掌形態に関する主な項目の推移（男子）

中　　　　 指 指 開 角 度

1－5
（degree ）

指　環　 囲

1
～3
（mm ）

手 掌 面 積

（cm2 ）指 長（mm ） 掌 長（mm ） 手 長（mm ）

－
ぶ SD －

ぶ SD －ぶ SD りs ・ －ぶ SD －
ぶ SD

小

学

校

1　 年

2　 年

3　 年

4　 年

5　 年

6　 年

57．7土

60．1

63．2

63．6

67．9

70 ．2

3．65

3．48

4．38

4 ．04

3 ．57

4 ．94

75．4土

78．1

82．3

84 ．1

86．9

90．2

4 ．09

3 ．79

3．41

3．59

3．98

5．72

133 ．1士

137 ．8

145 ．0

147 ．7

154 ．5

160 ．6

6 ．70

6 ．68

6．93

6．42

6．79

10．35

80．6土

79．5

77．1

78．8

77 ．1

78 ．3

5．59

3．62

4．66

4 ．85

4 ．44

4 ．54

100 ．9士

105 ．1

108 ．6

118 ．1

120 ．7

130 ．9

7 ．53

7 ．09

6．39

6 ．69

8 ．20

9 ．39

83 ．1

89．8

98．1

101 ．6

110 ．8

117 ．3

7 ．46

5．54

7．39

8．79

8 ．94

12．61

中

学
校

1　 年

2　 年

3　 年

73 ．4

77 ．8

79 ．5

5．81

5 ．28

5 ，42

93．5

100．5

102 ．1

6．82

4．80

4．55

166 ．6

178 ．3

181 ．6

11．66

9．23

8．46

78．6

75．3

76 ．0

6．30

4．20

4 ．62

142 ．6

155．6

156 ．9

12 ．62

10 ．37

10 ．30

127 ．2

145 ．0

144 ．9

16．97

11．29

11．86

高

校

1　 年

2　 年

3　 年

82．4

80．0

80．4

5．51

4．33

5 ．23

102 ．7

102 ．1

102．1

5 ．89

4 ．50

5 ．18

185 ．1

182 ．1

182 ．5

9．73

7 ．25

9 ．50

76．0

77．3

78．4

4 ．85

4 ．36

4．13

155．8

156 ．2

156 ．4

10 ．35

8 ．40

11．12

155 ．3

152 ．7

155．7

10．02

10．67

12．75

表3　 手掌形態に関する主な項目の推移（女子）

中　　　　 指 指 間 角 度

1－5
（degree ）

指　環　 囲

1～3 （mm ）

手 掌 面 積

（cm2 ）指 長（mm ） 掌 長（mm ） 手 長（mm ）

－
ぶ SD －ぶ SD －

ぶ SD －
ぶ SD －

ぶ SD －
ぶ SD

小

学

校

1　 年

2　 年

3　 年

4　 年

5　 年

6　 年

57．8土

59．5

62．3

65．6

69．2

70 ．6

3．25

3 ．41

3 ．28

3 ．26

4 ．55

4 ．23

73．2土

76．8

80．2

83．2

87．1

89．7

3．28

3．53

3．93

3．73

5 ．84

4 ．78

131 ．0士

136 ．3

142 ．5

148 ．8

156 ．3

160 ．3

5．71

6．33

6．53

6．21

9 ．34

7 ．90

81．3士

79 ．0

76 ．1

79 ．4

75 ．0

76 ．7

3．89

5．94

4．19

4 ．63

6 ．30

3 ．62

99．2士

103 ．4

106 ．0

122 ．7

121 ．9

132 ．2

5．86

5．88

6．75

7．53

9．62

9．71

79．2士

85．9

91．8

99．3

109 ．2

112 ．5

6．35

6．92

7．33

7．22

10．70

9．27

吏
1　 年

2　 年

3　 年

73 ．5

74 ．0

74 ．2

4．63

4 ．76

4 ．17

92．5

94、4

96．1

4．95

4．27

4．30

166 ．0

168 ．4

170 ．3

8．71

8 ．87

7 ．74

77．0

73 ．8

75．5

6．11

4．10

4．40

145 ．5

149 ．1

148 ．9

10．44

8．31

8．66

119 ．5

126 ．2

127．4

11．65

9．25

9 ．94

高

校

1　 年

2　 年

3　 年

73．1

74．2

74．4

4 ．21

3 ．72

3 ．89

93．8

93．8

92．6

4 ．07

4 ．54

3 ．89

166 ．9

168 ．0

167 ．0

6．94

7 ．41

5．94

74．4

76 ．7

77 ．1

4 ．84

4 ．13

4 ．32

142．8

143．1

140．6

7．48

7．03

8 ．94

126 ．1

125．3

125 ．4

7 ．65

10．45

7 ．29
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図6　 手掌形態に関する主な項目の推移（男子）
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結 果 と 考 察

身体の一部である手掌の形態は体格の大小によ

り影響されることが考えられるので，手掌の形態

の発育に伴う推移を見る前に，各学年の体格など

について吟味してみた（図4 ，図5 ）．

それによると，身長・体重・握力とも，一般的

な発育経過を示し，中学校1 年生においては，他

の学年でみられる男子か女子を上まわる身長と休

重の値が逆転する現象が見られた．図4 ，5 から

もわかるように，今回の被検者群は，男女とも一

般的な集団と理解できる．

手掌の形態については，指の長さでは母指長か

ら小指長までの5 種，指閧角度は4 項目，指環囲

は2 項目測定した．

そのうち，指長の一番長い中指，指間角度が一

番大きい「指開角度1 －5」，指環囲のうち「指環

囲1 ～3」をそれぞれの 項目の代表値として用い

た．

主な手掌形態の特徴を表2 ，3 に示した．

また，そ の推移は図6 ，7に示した．

中手長は，男女とも身長の推移と同様な傾向を

示した．

女子の「指環囲1 ～3」 において，小学校4 年

生の伉が上昇しているのがみられた．また，中学

校3 年生の値は高校1 ・2・3 年生の値 よ り 有意

（p≪0．01）に高いのが特徴であった．また「指

環囲1 ～5」において，男女とも小学校5 年生よ

り4 年生の方が 高い（女子p ＜0．01）レ いづれの

場合にも，発育に伴う身長の推移と異なった傾向

が指環囲にみられた．

指環囲は，手長が長い方が大きい値を示すと考

えられる．しかし，指で円形の輸を上手に形づく

るには，指の関節の柔軟性も関与していることも

考えられる．特に，女子の場合，小学校4 年生に

おいて指の柔軟性が一時著明に伸び，成長がほぽ

止まる高校生になると柔軟性が落ちてゆくことが

考え られた．しかし，指環囲の大小は，日頃行っ

ているスポー・ツ種目などの影響を受けることも考

えられるので5），さらに詳細な研究が必要である．

発育に伴い身長 一手長などは同じような傾向の

伸びを示している．しかし，指閧角度 に つ い て

は，発育に伴う推移は特異であ った．すなわち男

女とも，小学校1 年生から3 年生まで は徐々に下

降し，4 年生で一過性に上昇している．そして5

年生で下降し，そこから中学校まで徐 々に上昇し

ている．その後，高校3 年生まで徐々に上昇を示

している．指間角度が最も狭くなる中学校2 年生

の値は，小学校1 年生，2 年生，3 年生（女子の

みp く0 ．05），4 年生，6 年生， 中学 校1 年生 ，

高校2 年生，3 年生に対し 有意（pく0 ．01）に狭

く，男子高校2 年生，3 年生，女子中学生1 年生

の値に対しても有意差（pく0 ．05）があった．

このように小学校4 年で 一時指間 角度 が 広 が

り，中学 校2 年生で一一番狭 くなる現象 が み ら れ

た．

指開角度は指環囲同様，指の関節の柔軟性も関

与していると考え ると，この時期は身長の・伸びか

らは判断できない他の影響が柔軟性に関与してい

ると考えられる．男子中学校2 年生 の場合のよう

に手長の急激な伸びが，逆に指聞角度を狭くする

とも考えられる．しかし，他の場合 においてはあ

てはまらない．

被検者群の特異性とも考えられるが，身長の推

移傾向や，男女とも同じ時 期に同じ現象が見られ

ることから，それらの考えも納得で きない．

次に，指長の比率，すなわち手長を100 ％とし

た時に，指長の占める割合を5 指についてみた．

学年別，男女の差はほとんどみられなかった（表

4 ）．　　　　　　　　．・・

表4 は個々の値 から算出したものでなく，便宜

的に各学年の平均値から計算したもめである．

また，表5 は同様に，各学年の平均値から5 指

間の長さの比較，すなわち中指長を100 とした場
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母　　　 指 示　　　 指 中　　 指 薬　　　 指 小　　　 指

男　　子

女　　 子

50．0土0．61

50．0土0．48

41．6土0．42

42．0土O。36

43．8土0．35

44．0土0．3

43．0土0．33

43．1土0．27

38．8土0 ．32

39．1士0 ．42

表5　 中指の手長を100 とした場合の他の指の手長の値（全学年の平均）

母　　　 拑 示　　　 指 中　　　 指 薬　　　 指 小　　 指

男　　 子

女　 子

67．1土0．35

66．9士0．55

94．0土0．35

94．1土0．53

100 士0

100 土0

96 ．6士0．42

96．2士0．28

85．1土0 ．45

84．5士0 ．41

表6 手長（中指）と主な項目との相聞関係の推移

小　　　 学　　 校 中　 学　 校 高　　　　校

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年

男

子

身　　 長

指開角度
（1 －5 ）
指 環 囲
（1 ～3 ）

手掌面積

＊＊
0．86

－0 ．16

＊＊
0 ．74

＊＊
0．96

＊＊
0 ．53

＊＊
0．55

＊＊
0．64

＊＊
0．71

＊＊
0．62

＊＊
－0 ．45

＊＊
0．53

＊＊
0．41

＊＊
0．76

－0 ．21

＊＊
0．71

＊＊
0．84

＊＊
0 ．60

＊＊
－0 ．41

＊＊
0 ．75

＊＊
0 ．87

＊＊
0．85

－0 ．18

＊＊
0．85

＊＊
・　0．94

＊＊
0．87

－0 ．21

＊＊
0．89

＊＊
0 ．96

＊＊
0．81

＊＊
一一0．42

＊＊
0 ．87

＊＊
0 ．86

＊＊
0．62

－0 ．16

＊＊
0．86

＊＊
0．88

＊＊
o 。56

－0 ．11

＊＊
O。69

＊＊
0．66

＊＊
0．54

0．15

＊＊
0．85

＊＊
O。77

＊＊
0．70

－O 。04

＊＊
0．90

＊＊
0．81

女

子

身　　 長

指問角度
（1 －5 ）
指 環 囲
（1 ～3 ）

手掌面積

＊＊
0．78

－0 ．19

＊＊
0．71

＊＊
0．87

ホ
＊
0．85

＊
－0 ．33

＊＊
0．69

＊＊
0．90

＊＊
0 ．85

＊
－0 ．22

＊＊
0 ．73

＊＊
0．93

＊＊
0 ．64

－0 ．08

＊＊
0 ．79

＊＊
0．89

本
＊
0．80

＊＊
0．44

＊＊
0．86

＊＊
0．91

＊＊
0 ．74

＊
－0 ．30

＊＊
0 ．84

＊＊
0 ．91

＊＊
0．76

＊
一一0．31

＊＊
0．86

＊＊
0．76

＊＊
0．45

－0 ．15

＊＊
0．71

＊＊
0．75

＊＊
0 ．78

－0 ．05

＊＊
0．80

＊＊
0．82

＊＊
0．66

＊
－0 ．31

＊＊
0．82

＊＊
0．72

＊＊
0．53

＊
0．37

＊＊
0．78

＊＊
0．85

＊＊
0 ．50

＊
0 ．27

＊＊
0 ．73

＊＊
0．69

注）　＊　5　％水準　　＊＊　196水準で有意，

合他の指長が取る値である．これも各学年，男女

とも同様な値を示すことが明確である．

このように，指長の比率，5 指間の長さの割合

は，発育とともにバランス良く伸びていることが

確かめられた．

手長の中で一番長い中指手長と身長・指間角度

・指環囲，そして手掌面積との相関関係をみてみ

た（表6）．　　　　　万

相関が高いと思われる身長とでは，学年によっ

て高低があり，男女とも相関係数が0 ．5台のもの

もあり，手長が身長だけに左右されないことか理

解できた．

指間角度に対しては，男子の低学年では手長と

逆相関を示した．高学年につれて逆相関が低くな

って行く傾向であるが，女子の場合では一定の傾

向はみられなかった．しかし，大学生の場合s）と

同様，指が長い者は指を開く角度が狭い傾向にあ

ると考えられる．

図8 （a，b）は，手掌面積についての度数分布

図である．

全体の最低は男子65 ．52cm2，女子67 ．53cm2，

そして 最高は男子181 ．15cm2， 女子155 ．46cm2

であり，最高と最低の差は 男子で115 ．63cm2，

女子で87 ．93cm2である．小学生に 限ってみて

も， 最高と最低の差は男子80cm2 ， 女子72cmz

である．
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図8（a ） 発育に伴う手掌面積の度数分布の推移（男子）
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図8（b ） 発育に伴う手掌面積の度数分布の推移（女子）
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以上のように，手長・手掌面積など ，手掌形態

は発育によって大きく変化し ，各学年内において

もばらつきが大きく個人差か大きい．

近年，体格の向上に伴い机や椅子などの高さな

どについて の改善が進んできている．しかし，体

育・スポーツ用具に関しては，体格の向上に見合

った用具の改善，あるいは体格の個人差について

の配慮はあまり考えられていない ．

鉄棒運動，肋木を利用する運動，雲梯のような

ぶら下り運動，ジャングルジムなどの遊具の他，

バット，ラケット な ど 握る 道具を用いる運動で

は，発育段階に応じた至適太さの道具の利用が望

ましいと考えている．たとえば，鉄棒など，体操

競技用としての見方を離れて みた場合，小学生か

ら高校生までが同じ太さの鉄棒を使用しているこ

とは一考に値することを今回の測定結果は示して

いる．

発育期の児童・生徒に対する今回の手掌の形態

測定結果は，運動において，太さの不適からの捩

りそこない による落下事故や用具の放て きなどに

よる傷害発生に対する予防，あ るいは防寒具，防

具，グラブ の設計などにも役立つものと考果てい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝

結 論

①　発育に伴う身長の伸びと同様な傾向で手掌

態は推移している．

②　しかし，指環囲・指開角度の変化は小学校

4 年生，中学校2 年生に特微的な変化 が み ら れ

だ．

③　手長に対する指長の比率，そして5 手長間

の長さの割合は，学年・男女にかかわらず，ほぼ

一定であった．

④　手長は身長・指環囲そして手掌面積と相関

が高かった．しかし指閧角度に対しては逆相関の

傾向が見られた．／

⑧　手掌形態は発育によって大きく変化し，学

年内の個人差も大きいことから，体育・スポーツ

は用具の太さに対する配慮が必要であ ると考え

る．
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